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日本海若狭湾西部において見出された底生渦鞭毛藻 Gambierdiscus 属 

畑山裕城 (京大院農), 石川 輝 (三重大院生資), 夏池真史 (京大院農), 

武市有未 (三重大院生資), 鰺坂哲朗 澤山茂樹 (京大院農), 

今井一郎 (北大院水) 

 シガテラの主要毒素は、底生性渦鞭毛藻 Gambierdiscus 属が生成すると考え

られている。シガテラが散発する本州太平洋岸においては、有毒種

Gambierdiscus toxicus の出現が 1980 年代から確認されている。一方、日本海

沿岸ではシガテラの発生報告がなく、Gambierdiscus 属の生息も報告されてい

ない。本研究では 2009 年 9 月に若狭湾西部の 6 定点で調査を行い、

Gambierdiscus 属が日本海沿岸においても生息していることを見出した。今後

は日本海産 Gambierdiscus 属の詳細な分類や広域的な分布を含め、その毒性や

高次捕食魚類の毒化状況など包括的な研究の必要性が示唆される。 

 

キーワード:Gambierdiscus 属 シガテラ 日本海 若狭湾  
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底生性渦鞭毛藻 Gambierdiscus 属は、海藻などに付着した生活を行い、世界

各地の熱帯、亜熱帯海域で起こる食中毒シガテラの主要毒素であるシガトキシ

ン、マイトトキシン等を生成する微細藻として知られている。シガテラは、食

物連鎖を通じてこれらの毒素が蓄積された高次食段階の魚類を喫食することに

より発症する。Gambierdiscus 属の基準種である G. toxicus は、フランス領ポ

リネシアのガンビエル諸島で発見され、1979 年に報告されている。1) 現在では

ミクロネシア、カリブ海など世界各地の熱帯、亜熱帯海域に広く分布すること

が確認されている。 

日本では南西諸島を中心にシガテラが発生し、G. toxicus の分布も確認され

た。2,3) 本州においても散発的にシガテラが発生しており、G. toxicus に関して

は、伊豆半島における分布が 1982 年に報告されている。4) 近年では千葉県や三

重県、和歌山県などの本州太平洋沿岸各地でシガテラが発生しており、

Gambierdiscus 属の生息も確認されていることから、 G. toxicus をはじめとし

た本属渦鞭毛藻の分布の北上拡大が示唆されている。5,6) また、G. toxicus を含

む付着性渦鞭毛藻が流れ藻から検出されており、7) このような温帯域への分布

拡大要因の一つとしては黒潮による流れ藻の運搬も考えられる。 

日本海ではこれまでシガテラの発生報告は無く、したがって Gambierdiscus

属に関する調査研究もなされていない。しかしながら、日本海には東シナ海か

ら対馬暖流が流入し、近年では海水温の上昇が指摘されており (気象庁：

www.data.kishou.go.jp/kaiyou/db/maizuru/maizuru_warm/maizuru_warm_a

reaE.html#title)、かつ、東シナ海由来の流れ藻が流入しているため、8) 太平洋

沿岸と同じく Gambierdiscus 属が生息している可能性は充分に予測できる。そ

の場合、日本海産有用魚の消費によりシガテラが発生する恐れもあることから、

日本海沿岸においてシガテラ発生のリスクを事前に評価することが必要と考え

られる。本研究では以上のような背景から、シガテラの原因とされる
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Gambierdiscus 属の日本海沿岸における生息状況を調査した。 

海藻及び海草試料の採取は、2009 年 9 月 24 日に京都府京丹後市丹後町中浜 

(水深 0.5~4.0 m：35゜45.65’ N,135゜10.93’ E)、伊根町新井崎 (0.5~5.0 m：35゜

41.52’ N,135゜18.28’ E)、宮津市字小田宿野 (0.5~2.0 m：35゜33.23’ N,135゜15.27’ 

E)、25 日には京都府舞鶴市長浜 (0.5~4.0 m：35゜29.42’ N,135゜22.02’ E)、舞鶴

市瀬崎 (0.5~5.0 m：35゜32.75’ N,135゜20.65’ E)、福井県高浜町事代 (0.5~3.0 

m：35゜29.67’ N,135゜33.28’ E) の計 6 定点において潜水 (シュノーケリング) に

より行い、全 29 種、62 試料が得られた。採集試料は水中でチャック付ビニー

ル袋に入れた。現場では、採取と同時に水温と塩分の測定を水温塩分測定器 

(Kent, EIL5005) により行った。 

海藻試料の処理と Gambierdiscus 属細胞の観察・計数は、石川・倉島  (2010) 

5) にほぼ準じた。採取した試料は、ビニール袋からポリ瓶に移した後密閉し、

200 回激しく震盪して付着物を剥離した。ポリ瓶の内容物は目合い 200 µｍのナ

イロンメッシュにより濾過し、通過濾液中の縣濁粒子を目合い 20 µｍのナイロ

ンメッシュ上に捕集した。得られた粒子の縣濁海水には中性ホルマリンを終濃

度が 1 % (v/v) になるように加えて固定した。また、目合い 200 µｍのナイロン

メッシュ上に残った海藻及び海草試料については、野菜の水切り用回転式ザル

容器 (市販品) を用いて手動回転による遠心分離を行い、試料に付着した余分な

海水を振り落とした後、湿重量を測定した。検鏡時には、1 mg / mL に調整した

Calcofluor white M2R (Sigma-Aldrich Co, St. Louis, MO, USA) 溶液を終濃度

が 10 µg / mL になるよう試料に加えて 30 分以上静置し、試料中の渦鞭毛藻の

鎧板を染色した。9) 濃縮試料は倒立落射蛍光顕微鏡 (Nikon,TE300) により、

UV 励起光 (350 nm, EX330-380, UV-2A, BA420) 下で鎧板を観察した。各試料

につき 0.5 mL ずつ 3 回計数を行い、各海藻及び海草に付着していた

Gambierdiscus 属の細胞密度を求めた。また、Gambierdiscus 属の細胞形態を
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精査するため、石川・倉島 (2010) 5) に示された方法と同様に細胞を処理して試

料を作成し、走査型電子顕微鏡 (日本電子, JSM-T200) を用いた観察に供した。 

 高浜、瀬崎、宮津、新井崎、中浜の計 5 定点で Gambierdiscus 属の生息が確

認された。観察された細胞 (n=30) は、背腹長 68.8~102.5 µm (平均 87.6 µm) 、

体幅 67.5~105.0 µm (平均 86.0 µｍ) 、体長 37.5~67.5 µm (平均 53.0 µm) であ

り、上下にやや扁平、鎧板配列は P0, 3’, 7”, 5”’, 1p, 2””で Gambierdiscus 属の

配列を示した (Fig. 1)。10) また、多くの細胞では 1p が大きく、2’が手斧状、1p

の背面側先端が尖っているなど、形態的特徴が原記載 1)の G. toxicus のそれと

一致し、さらに Litaker et al. (2009) の検索図 11)からも G. toxicus と分類でき

るものであった (僅かながら 1p が若干小さい細胞も見受けられた)。しかし、

Gambierdiscus 属の形態は種間で非常に酷似しているものが多く、光学顕微鏡

や走査型電子顕微鏡による観察に基づいた同定には問題があることも Litaker 

et al. (2009, 2010) 11, 12) によって指摘されているため、本論文では

Gambierdiscus 属と記述することにした。近年 PCR 法などを用いた分子生物学

的手法と合わせて Gambierdiscus 属の分類が検討されており 6, 11, 12)、本研究で

発見された日本海産 Gambierdiscus 属についても、今後遺伝子等による詳細な

分類学的検討を行なう必要があろう。 

 各定点における Gambierdiscus 属の検出結果については、Fig. 2 に示した。

高浜町事代においては 6 試料から検出され、最高値は紅藻 Amphiroa zonata (ウ

スカワカニノテ) の 0.8 cells/g wet weight (海藻湿重量 1 g あたりの細胞数) で

あった。舞鶴市瀬崎では 8 試料で検出され、最高値は褐藻 Padina crassa (コナ

ウミウチワ) の 1.5 cells/g ww であった。舞鶴湾内の舞鶴市長浜からは確認され

なかった。宮津市字小田宿野においては、全試料に Gambierdiscus 属が存在し、

最高値は褐藻Sargassum thunbergii (ウミトラノオ) の6.2 cells/g wwを記録し

た。伊根町新井崎では、海藻 8 試料から Gambierdiscus 属を検出し、最高値は

Fig.1 

Fig.2 
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紅藻 Corallina confuse (ミヤヒバ) の 11.5 cells/g ww が記録された。京丹後市

中浜では海藻 3 種から Gambierdiscus 属を見出したが、細胞密度の最高値は褐

藻 Dictyopteris prolifera (ヘラヤハズ) の 0.4 cells/g ww と、比較的低密度であ

った。6 定点すべてにおける平均は 0.9 cells/g ww であった。以上のように、若

狭湾本湾に面したすべての定点で Gambierdiscus 属の生息が確認され、特に丹

後半島東側の沿岸で細胞数が多い傾向が認められた。しかし、舞鶴湾奥にある

長浜では検出されなかった。また、各定点において複数種採取された褐藻綱と

紅藻綱との間で、Gambierdiscus 属の付着細胞数に差があるか否かを解析した

ところ (緑藻綱では 1 種しか採取されなかったため解析不能)、高浜  (U 検定；p 

＜0.05) 以外の場所では有意な差が認められなかった (U 検定；p ＞0.05)。こ

のことは、Gambierdiscus 属には海藻類への付着特異性がみられなかったとし

た三重県英虞湾浜島からの報告 5)とも一致する。各定点における調査時の水温は

24.1~25.2℃、塩分は 32.9~34.1 であり、過去の報告 13, 14) から生育に適した数

値範囲の環境であった。 

現在、地球温暖化が進行しつつあるといわれており、このまま日本海沿岸に

おいて海水温の上昇が続くと、熱帯性である Gambierdiscus 属個体群の増加及

び分布の拡大が進行し、シガテラ発生の危険性が高まると予想される。そのた

め、日本海産 Gambierdiscus 属の分布と毒性、及びシガテラ毒を保有する可能

性のある魚類種についての毒性検査などの研究が、現時点における最重要の緊

急課題と考えられる。 
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Fig. 1  Gambierdiscus cells from western Wakasa Bay ovserved with 

scanning electron microscopy (SEM). 

(A) Apical view. (B) Antapical view. (C) Oblique ventral view. (D) Close view 

of apical pore complex (APC) on P0. APC shows the characteristic fish hook 

shape. Scale bars: 10 µm. 

 

Fig. 2 Abundance of Gambierdiscus (cells/g wet weight) attached to the 

surface of macroalgae collected at 5 stations (Takahama, Sezaki, Miyazu, 

Niizaki, Nakahama). Circled numbers correspond to a different algal body of 

the same macroalgal species. Alphabets in parentheses, R, P and C, indicate  

Rhodophyceae ,Phaeophyceae and Chlorophyceae, respectively.    
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Fig. 1 
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